
いじめへの対応力を高める校内研修 現況のまとめ 【事例３：中①】別紙 
 

発覚：（６⽉初旬）Ｂの⺟→担任②⼊電(Ａをはじめ⼥⼦バレー部のグループがＳＮＳ上でＢの悪⼝を書き込む) 

 他…廊下ですれ違うときに笑う、他の友達と話しながらにらむ、コソコソ何かを言う→Ｂ=『耐えられない』 

 Ｂの⺟の訴え= “これはいじめではないですか？ 何とか対応してもらえませんか？” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以下、【 情報提供者 情報内容 】を示す（『 』はＢ、「 」は関係生徒、“ ”はその他の言葉） 
 (1) 基本情報 

・担任①ＡとＢは小学校からの同級生で仲のいい友達だった→一緒にバレー部に⼊る約束をして⼊部 

・担任②Ｂ=生まれつきのくせ毛・スマホを持っていないためＳＮＳをしない（バレー部１年生では唯一） 

・養護教諭Ａ(１年キャプテン)=部活の連絡は LINE→Ｂには「仲のいい⼦から伝えて」と他の部員に任せる 

・養護教諭保健室への来室状況：A→ＤとＥと一緒に、Ｂ→Ｃと一緒に（Ｂの悩みに答える）、Ｃ→不特定 

 
 (2) 本人への影響 

・担任②Ｃによると：１年バレー部員の LINE グループの名前は“１年バレー部 −
マイナス

１”となっている 

 Ｂのくせ毛をモップに見立てた写真加工(証言のみ)、Ａの連絡「モッパーには誰か伝えて」(Ｃの証拠あり) 

・学年主任昼休み：Ａのクラスから「モッパー」と声がして、男⼦が笑っているのを聞いた 

     ↳ちょうどＢとＣが廊下で話していたが、二人に向けられたものか判らない 

・養護教諭Ｂ＝部活の連絡が回ってこないことがある（Ｃに聞いて教えてもらう） 

・部顧問もともとＡとＢはパス練習のペアだった：ＢがＡに『パスやろう』→Ａは別の⼦に「パスやろう」 

    １年部員の人数は奇数…Ｂだけが一人でやっていたこともあった 
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  (3) 当事者の様子や状況 

・担任②Ｂ＝Ｃに相談（Ａのこと）→『Ａさんの悪⼝を言った覚えはありません』 

       ↳他の⼦が悪⼝を言っていることや書き込んだ内容を教えてくれる→『優しい』『私の味方』 

・養護教諭Ｂ＝『私たち５人は仲良しだったけど、今はよく話せるのはＣさんくらい』 

・担任①Ａ＝「最初に悪⼝を言ったのはＢさん」（Ｂからきついことを言われる） 

A の認識：（C の話から）Ｂが「Ａさんの言葉がきつくて嫌」と自分たちのことを悪く言っている 
Ａの気持ち：Ｂのことは「親友だと思っていたのに…裏切られたという思い」「逆に謝ってほしい」 

・担任②Ｃによると：Ｂは、『部活動中のＡの⼝調がきつくて嫌』と愚痴を言っていた 

・担任①ＤとＥの会話中…ＢがＡ、Ｄ、Ｅのことを悪く言っているという噂があると話していた 

・担任①Ｄによると：C は、「ＢがＤとＥの悪⼝を言っているみたい」と話していた 

・養護教諭Ｄによると：Ｅは悪⼝を言っている B に対して苛立ちを感じている（Ｂと離れてＡと一緒にいる） 

・部顧問１年生のフロアのトイレ前で見かけたときには、Ｂ以外の４人で楽しそうに話していた 

 
 (4) 部活動での状況 

・部顧問Ａ＝１年生のキャプテン（勝ち気な性格→練習中に強い⼝調で部員に声をかける）上手にまとめる 

  急な連絡は各学年のキャプテンに伝えて学年内で共有する 
→土曜日の練習試合にＢが来なかったことがある（Ｂに連絡が伝わっていなかった） 

  →Ａの言い分：「同じクラスのＣさんが伝えることになっていると思う」（Ｃに自覚はない） 
  １年部員の話：Ａが“試合に遅れたり来なかったら当然レギュラーは無理ですよね”と先輩に話していた 

  
 (5) その他の情報 

・担任①Ａ：⺟に“勉強も部活も両方とも一番になりなさい”と言われ、厳しく育てられている 

   ・学年主任ＡとＢの両親は小学校の低学年時に一度もめている 

   ・学年主任Ａの⺟（地元出⾝者で保護者のつながり多い）：ＰＴＡ代表→他の保護者からの信頼が厚い 

   ・学年主任Ｃ：小学生の頃は一人でいることが多かった→中学生ではたくさんの人と話している姿を見る 


